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ⅠⅠⅠⅠ 主体的主体的主体的主体的にににに学学学学びをびをびをびを促促促促すためにすためにすためにすために，，，，学習指導学習指導学習指導学習指導のののの工夫工夫工夫工夫・・・・改善改善改善改善をををを図図図図るるるる

ⅡⅡⅡⅡ 互互互互いにいにいにいに尊重尊重尊重尊重しししし合合合合いいいい，，，，共共共共にににに成長成長成長成長できるできるできるできる集団集団集団集団づくりにづくりにづくりにづくりに努努努努めるめるめるめる

ⅢⅢⅢⅢ 生徒生徒生徒生徒のののの積極的活動積極的活動積極的活動積極的活動をををを促進促進促進促進・・・・支援支援支援支援しししし，，，，人間的成長人間的成長人間的成長人間的成長をををを促促促促すすすす

〔１〕 〔２〕 〔３〕 〔４〕 〔５〕 〔６〕 〔７〕 〔８〕〔１〕 〔２〕 〔３〕 〔４〕 〔５〕 〔６〕 〔７〕 〔８〕〔１〕 〔２〕 〔３〕 〔４〕 〔５〕 〔６〕 〔７〕 〔８〕〔１〕 〔２〕 〔３〕 〔４〕 〔５〕 〔６〕 〔７〕 〔８〕

特 色 あ る 学 校 づ く 多様なニーズと地 生徒の自主性を育 中高一貫教育の円 特 別 活 動 の 充 実 と 人 権 教 育 を 基 礎 と し 個 々 の 生 徒 の 進 路 組 織 力 で 迅 速 か つ特 色 あ る 学 校 づ く 多様なニーズと地 生徒の自主性を育 中高一貫教育の円 特 別 活 動 の 充 実 と 人 権 教 育 を 基 礎 と し 個 々 の 生 徒 の 進 路 組 織 力 で 迅 速 か つ特 色 あ る 学 校 づ く 多様なニーズと地 生徒の自主性を育 中高一貫教育の円 特 別 活 動 の 充 実 と 人 権 教 育 を 基 礎 と し 個 々 の 生 徒 の 進 路 組 織 力 で 迅 速 か つ特 色 あ る 学 校 づ く 多様なニーズと地 生徒の自主性を育 中高一貫教育の円 特 別 活 動 の 充 実 と 人 権 教 育 を 基 礎 と し 個 々 の 生 徒 の 進 路 組 織 力 で 迅 速 か つ

りの推進 域の信頼に応え， 成し，基礎学力の 滑な実施 「さわやかで活力あ た ， 生 徒 の 個 性 や 可 希望の実現 有 機 的 に 動 く 教 職りの推進 域の信頼に応え， 成し，基礎学力の 滑な実施 「さわやかで活力あ た ， 生 徒 の 個 性 や 可 希望の実現 有 機 的 に 動 く 教 職りの推進 域の信頼に応え， 成し，基礎学力の 滑な実施 「さわやかで活力あ た ， 生 徒 の 個 性 や 可 希望の実現 有 機 的 に 動 く 教 職りの推進 域の信頼に応え， 成し，基礎学力の 滑な実施 「さわやかで活力あ た ， 生 徒 の 個 性 や 可 希望の実現 有 機 的 に 動 く 教 職

地域と共生する学 定着と学力向上へ ふれる富東」の精神 能 性 を 磨 き ， 伸 ば す 員集団の構築地域と共生する学 定着と学力向上へ ふれる富東」の精神 能 性 を 磨 き ， 伸 ば す 員集団の構築地域と共生する学 定着と学力向上へ ふれる富東」の精神 能 性 を 磨 き ， 伸 ば す 員集団の構築地域と共生する学 定着と学力向上へ ふれる富東」の精神 能 性 を 磨 き ， 伸 ば す 員集団の構築

校づくりの推進 の取組の強化 の高揚 教育の推進校づくりの推進 の取組の強化 の高揚 教育の推進校づくりの推進 の取組の強化 の高揚 教育の推進校づくりの推進 の取組の強化 の高揚 教育の推進



平成２５年度 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東高等学校（本校 全日制）

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点目標 努 力 点 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

〔 １ 〕 特 色 ① 富 岡 東 と し て の オ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
あ る 学 校 づ ン リ ー ワ ン 教 育 の 実 ・多様な課程･学科を持つ，県 ・富岡東中学校卒業生を迎える初年度とし 評 価 表 は 細 か く で き て い る

くりの推進 現 下で例を見ない特色ある学校と て，県南の雄の名を轟かすように勉学や部 （評定） が ， こ れ か ら の 時 代 の 目 標

して，その使命を果たし独自の 活動，学校行事を熱心に行っている。 設定をしてはどうか。

校風を築く。 ・ホームページのアクセス数は， 565,053 件 A’
・生徒一人ひとりを総合的に理 であり，昨年より約 13 万件も増えている。 ・ 普 通 科 と 商 業 科 が そ れ

②自立をめざす視点， 解し，その能力と個性を最大限 富岡東高等学校への関心の高さを表してい （所見） ぞれのよさを見習いつつ ,

共 生 を め ざ す 視 点 ， に活かし伸ばす教育を推進す る。 ・ 地 域 や 保 護 者 か ら は ,県 南 の 「 富 東 次 の 百 年 」 へ の 一

個 性 を 重 視 す る 視 点 る。 雄 と し て ,好 感 を も っ て 迎 え ら ・ 中 庭 の 明 る い 雰 囲 気 が 学 歩を進めていく。

からの生徒の育成 ・社会人として自立心や責任感 れている。 園 ら し く 中 学 高 校 の ６ 年 間

をもち，仲間と協力し共生でき を 考 え る と 中 学 生 は ， す ぐ

る生徒を育てる。 ・ 進 学 や 就 職 ,部 活 動 等 に お い 近 く の 高 校 生 を モ デ ル に し

③ 伝 統 の 継 承 と 新 た ・すべての教育活動の充実と深 ても目標に近い数値を達成でき て 見 つ け や す く 他 の 中 学 校

な ア イ デ ン テ イ テ イ 化を図り，伝統を重んじる校風 ている。 に 比 べ て よ い 見 本 で あ り ，

の構築 を育てる。 よい力を出していると思う。

活動計画 活動計画による実施状況

《全校レベル》 《全校レベル》

・中学校，高校，全日制，定時 ・各課程・各学科それぞれが，多様な課程 ・ バ ラ ン ス の と れ た 柱 の し

制，商業科，普通科，看護科な や学科の特性を生かした特色ある学校づく っ か り し た 富 岡 東 高 等 学 校

ど多様な課程や学科の特性を生 りを工夫して実践した。 を考えていってほしい。

かした特色ある学校づくりをす

る。

≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各組織自己評価 ・ 細 か な 部 分 も 多 々 あ り ，

〔 動課・ 徒 導課〕 〔特別活動課・生徒指導課〕 〔特別活動課・生徒指導課〕 要 求 さ れ る と こ ろ が 大 き い

・各種学校行事を充実し，良き ・ 富 東 祭 （ 文 化 祭 ・ 体 育 祭）， 予 餞 会 な ど ・ 生 徒 会 長 を 中 心 に が 引 き 続 き よ い 評 価 に な る

伝統が先輩から後輩へ受け継が 生徒会の自主的な活動により，多くの学校 Ａ 生 徒 会 の 自 主 的 な 活 ように努力してほしい。

れるよう，生徒会を中心に活動 行事が充実し，良き伝統が先輩から後輩へ 動 に よ り ， 富 東 祭 ・

させる。 と受け継がれている。 予 餞 会 な ど の 学 校 行

・制服を美しく自然と着こな 事を推進できた。 ・ 評 価 の 下 が っ た 点 の 説 明

す，さわやかな挨拶，奉仕精神 ・ 遅 刻 者 数 の 減 少 ,挨 拶 の 励 行 ,服 装 ・ 頭 髪 ・ 積 極 的 な 挨 拶 が で が 多 い が ， 評 価 が 上 が っ て

など，本校の伝統的美質を伝え に対する意識の高揚の３点を重点目標とし Ｂ き な い 生 徒 が 増 え て い る と こ ろ を 重 点 的 に 力 を

る指導をする。 て生徒指導にあたった。 きた。 入 れ る の も 一 つ の 方 法 で あ

〔教務課・進路指導課〕 〔教務課・進路指導課〕 〔教務課・進路指導課〕 る。

・総合的な学習の時間を中心に ・各先生方の意見が尊重されて，各行事が ・「 き め 細 か な 進 路

自らの個性を見つめ，自分の進 行われていた。 指導が行われている」

路や人生を切り拓く視点を持た ・昨年度に引き続き，中学生体験入学時な という保護者は 78 ％

せる。 どに使った，学校紹介のプレゼンテーショ （昨年は 77.2 ％）「学

・教職員の意見を尊重し，各行 ンの中に，生徒へのインタビューを動画で Ａ 校 行 事 は 適 切 な も の

事をよりよい方向へ進めてい 入れ，生の声が届けられるよう細かいとこ で あ る 」 と い う 保 護

く。 ろを改良できた。 者 は 92 ％ （ 昨 年 は

・現行の良さを残しつつできる 88.7 ％ ） で 良 い 評 価

限り多くの新しい意見をとり入 をいただいているが，

れ，より良い教育環境を目指す。 学 校 行 事 に つ い て ，

さ ら に よ り 良 く な る

よ う に 行 事 の 精 選 を

行いたい。



平成２５年度 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東高等学校（本校 全日制）

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点目標 努 力 点 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

〔 ２ 〕 多 様 ① 学 校 評 価 制 度 の 活 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
な ニ ー ズ と 用と学校の活性化 （評定）

地 域 の 信 頼 ・「 学 校 評 議 員 会 及 び 学 校 評 価 ・年度途中の実施が滞ってしまった。 A
に 応 え ， 地 ② 教 師 と 生 徒 ， 生 徒 に関する会議を開催し，意見を ・ホームページの更新は，部活動等の新聞

域 と 共 生 す 相 互 そ し て 教 師 相 互 聞く機会を設ける。 掲載記録を中心に更新した。 （所見）

る 学 校 づ く の 温 か い 人 間 関 係 の ・ ホ ー ム ペ ー ジ を 定 期 更 新 ・『 ひ が し 倶 楽 部 』 を 年 間 ３ 回 発 刊 し ， 中 ・ 中 学 校 体 験 入 学 に 参 加 し て

りの推進 構築 （月 2 回以上）する。 学校での高校説明会の時などに配布し，各 「 と て も 良 か っ た 」 が 約 64 ％

・『 ひ が し 倶 楽 部 』 を 年 ３ 回 発 中学校の教室に掲示していただいた。 であり，２年続いて伸びている。・ 書 道 部 の 墨 書 の ボ ラ ン テ ・ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は 年

③ ボ ラ ン テ イ ア 活 動 刊し，小中学校等に配布する。 ・ PTA 総会の保護者参加は率 51.3 ％と昨年 （ 58%→ 61%→ 64%) ィ ア 活 動 は ， 気 配 り 心 配 り 間 通 し て 様 々 な と こ ろ か

の推進 ・ PTA 総会の参加保護者 50 ％ 度より 10%向上した。 ・教職員が「熱心に授業に取り ができており，よかった。 ら 着 手 し て い る 。 こ れ か

以上をめざす。 ・大学（大阪大学・関西大学）見学や研修 組 ん で い る 」「 授 業 に 様 々 な 工 ら も 社 会 や 町 の 人 た ち に

・大学視察等， PTA 研修会を実 会を行った。大阪大学では卒業生に大学の 夫をしている」と答えた生徒は 役 立 つ こ と を 考 え て 参 加

施する。 説明と案内をしてもらった。 それぞれ約 90 ％と約 86 ％であ ・ 地 域 へ 出 か け て の ボ ラ ン を考えていきたい。

った。（昨年度は 84 ％， 78 ％） テ ィ ア は 生 徒 に と っ て い い

これからも授業の工夫の面にお 経験になっている。

活動計画 活動計画による実施状況 い て よ り 一 層 努 力 し て い き た

《全校レベル》 《全校レベル》 い。

・地域の教育力を活用するため ・「 学 校 評 議 員 会 及 び 学 校 評 価 に 関 す る 会 ・「 学 校 行 事 は 適 切 で 楽 し い も

学校運営について，有識者から 議」を開催し，関係者から意見を聞き，学 の で あ る 」 と 答 え た 生 徒 は 86 ・ 教 員 と 生 徒 と の い い 関 係 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能

意見を聞き，学校運営に反映す 校運営の参考にした。なお，本年度は１回 ％（昨年度は 79 ％）であった。 を 築 き ， 人 材 育 成 を 行 っ て 力 や 社 会 性 が ボ ラ ン テ ィ

る。 しか開催できなかった。 見直しを常に行い，充実した学 い く 必 要 が あ る 。 学 力 は あ ア 活 動 を と お し て 養 わ れ

校行事を実施できるよう努力し る が 、 や る 気 や 気 力 の 欠 け て い く こ と を 考 え ， 生 徒

ていきたい。 た 生 徒 に な ら な い よ う に ， へ 意 義 を 伝 え 勧 め る よ う

≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各下位組織自己評価 地 域 に で か け コ ミ ュ ニ ケ ー に考えたい。

［ 特 別 活 動 課 ・ 体 育 科 ・ 教 務 課 ］ ［ 特 別 活 動 課 ・ 体 育 科 ・ 教 務 課 ］ ［ 特 別 活 動 課 ・ 体 育 科 ・ 教 務 課 ］ シ ョ ン 能 力 を 養 っ て い く の

・生徒会役員等を中心に地域の ・生徒会役員を中心として，阿南市の老人 ・ 生 徒 会 長 を 中 心 に は大事なことである。

さまざまなボランティア活動等 体育大会・成人式などの機会にボランテイ 生 徒 会 役 員 等 が ボ ラ

に参加し地域社会との交流を進 アとして参加し，地域社会との交流を深め ン テ イ ア 活 動 で 地 域

める。 ることができた。 Ａ 社 会 と の 交 流 を 積 極 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 通 じ

・高校総体時には応援バスを出 ・総体や選抜大会の決勝など応援バスを出 的に推進した。 て 生 徒 に 手 伝 っ て も ら っ た

し，学校あげての応援態勢をく し，全校あげた協力体制で「文武両道」を ・ 部 活 動 の 応 援 を と が ， 大 人 社 会 と の 体 験 も 経

むなど「文武両道」を実践する。 推進することができた。 お し て 協 力 体 制 や コ て よ い 自 立 心 や 個 性 を 出 し

・ホームページ上で部活動の活 ・公開授業は 10 月 20 日（日）に実施した。 ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 ていた。

躍や進路実績等の情報を積極的 力 を 育 み ，「 文 武 両

に提供する。 道 」 を 推 進 す る こ と

・学校の活動を広く地域住民に ができた。 ・ 阿 南 市 の 老 人 体 育 大 会 ・ ・ 活 動 は 継 続 的 に 考 え て

広報する。 ・ HP の 更 新が 少々滞 成 人 式 な ど ボ ラ ン テ ィ ア と いる。

・公開授業の実施。 りがちだった。 し て 参 加 す る こ と は と て も

良 い 。 是 非 継 続 し て く だ さ

［総務課・各学年］ ［総務課・各学年］ ［総務課・各学年］ い。

・総会の行事内容を保護者のニ ・ＰＴＡ総会の午後，各ホームルームで学 ・ 限 ら れ た 時 間 内 で

ーズにあったものになるように 級 懇 談 会 ま た は 保 護 者 と の 面 談 を 実 施 し Ａ は あ る が ,有 意 義 な 面

工夫し，総会欠席保護者には， た。 談となった。

総会資料の配付や三者面談時に ・ 夏 季 休 業 中 に も 三 者 面 談 を 実 施 し ,ホ ー ・ 担 任 と 保 護 者 と の

総会内容に触れる。 ムルーム経営や進路指導への理解を深めて 相互理解が深まった。

・ＰＴＡ総会後に保護者と学級 もらい ,協力体制が築けるよう配慮した。

懇談会または個人懇談の機会を



設け，学年やクラスの方針，行

事等について相互理解を深め， ・総会欠席者には総会資料を配付した。

家庭学校間のサポート体制を築 ・ＰＴＡ総会の後、進路講演会を実施し，

く。 ニーズに合った有益な情報を提供できた。

・保護者との情報交換を行う。

［各学年・各教科・教務課・進路指導課］ ［各学年・各教科・教務課・進路指導課］ ［各学年・各教科・教務課・進路指導課］ ・ 地 域 の 期 待 が 感 じ ら れ

・中学生体験入学，公開授業の ・中学生体験入学は 8 月 20 日（火）に， ・ 各 教 科 と も ,さ ら に る と こ ろ で あ り ， 是 非 と

各参加者 400 人超をめざす。 公開授業は 10 月 20 日（日）に実施した。 工夫を重ねたい。 も 興 味 関 心 が 保 た れ る よ

・各学年の「保護者対象進路説 ・中学生体験入学の参加者は 344 名公開授 ・ 就 職 や 入 試 情 報 に うに工夫を重ねる。

明会」を実施する。 業は 400 人を何とかこえることが出来た。 Ａ つ い て の 理 解 が 深 ま ・ 400 人 を こ え る 中 学 生 や ・ 多 数 の 人 々 に 学 校 の 実

・中学生体験入学では，中学生に合った内 り ,生 徒 の 学 力 向 上 に 保 護 者 に き て も ら え る の は 情を見ていただけるよう，

容で，高校の学習内容に興味関心を持てる 向 け て の 保 護 者 の 役 すごい。 企 画 や 広 報 の 方 法 を 工 夫

ような授業展開を工夫した。 割 に つ い て 理 解 が 得 していきたい。

・各教科で工夫して中学生にも興味の持て られた。

る体験授業を計画・実施した。 ・ 中 学 生 体 験 入 学 は

・ 保 護 者 対 象 の 進 路 説 明 会 を 実 施 し ,学 年 344 人 ， 公 開 授 業 は

の 現 状 や 課 題 ,今 後 の 進 路 の 展 望 ,入 試 制 度 441 人であった。

の変更についての情報提供と相互理解を行 ・大いに興味・関心

っ た 。（ 分 科 会 は 商 業 科 ・ 普 通 科 に 分 か れ を 持 っ て も ら え た と

て実施した。） 思う。

（１年 107 名 ２年 87 名 ３年 116 名）



平成２５年度 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東高等学校（本校 全日制）

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点目標 努 力 点 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

〔 ３ 〕 生 徒 ① 生 徒 が 意 欲 的 に 取 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
の 自 主 性 を り組む授業の創造と， ・学習に対する意欲や達成感の ・「 学 習 に 対 す る 意 欲 や 達 成 度 の 向 上 」 は

育 成 し ， 基 生 徒 の 確 か な 学 力 の 向上→ 70 ％以上 71 ％があてはまると回答。（ 3 ％向上）「教 （評定）

礎 学 力 の 定 育成 ・一週間の総家庭学習時間 ・職員は，生徒の家庭学習の習慣づけのた ＢＢＢＢ
着 と 学 力 向 （考査前～考査中） めに，課題を出す等努力している」は生徒 ・ 学 習 内 容 が 向 上 し た の は ･厳しい評価だが，常に高

上 へ の 取 組 ② 指 導 内 容 の 精 選 と →一人平均 30 時間以上 の 76 ％があてはまると回答。（ 5 ％向上） ど の 分 野 な の か 具 体 的 な 分 い 目 標 を も っ て 向 上 し て

の強化 指導方法の工夫改善 ・ ２ 学 期 に は 平 均 32 時 間 と な り 目 標値 達 （所見） 析をして，役立ててほしい。 いこうと考えている。

成した。 ・ 生 徒 の 授 業 へ の 満 足 度 は 約 学 年 進 行 に 従 っ て 自 己 学 習

③ 自 ら 考 え 行 動 し 解 84 ％ で あ っ た 。（ 昨 年 度 約 79 家 庭 学 習 は ど う な っ て い る

決 で き る 資 質 や 能 力 ％） か を 考 え る 。 ま た ， 意 欲 は

の育成 活動計画 活動計画による実施状況 ・〈 理 科 〉 高 い 水 準 の 授 業 づ く 年 次 進 行 で 上 が っ て い る か

《全校レベル》 《全校レベル》 りを推進しており，目標が高い 確 認 で き る よ う に し て ほ し

・「 学 力 向 上 検 討 委 員 会 」 に お ・「 学 力 向 上 検 討 委 員 会 」 や 職 員 会 等 で , の で 89 ％ の 生 徒 の 良 い 評 価 で い 。 よ く で き て い る の に ，

いて生徒の学力向上を図る授業 生徒の学力向上を図る授業の展開をお願い あったが ,評定はＢとした。 「 Ｂ 」 の 評 価 は 厳 し い の で

の展開を促す。 した。 はないか。

≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各下位組織自己評価

［ 学 力 向 上 検 討 委 員 会 ］ ［ 学 力 向 上 検 討 委 員 会 ］ ［ 学 力 向 上 検 討 委 員 会 ］

・研究授業・公開授業・外部講 ・ 研 究 授 業 ・ 公 開 授 業 に よ る教員研修や授 ・ 授 業 評 価 ア ン ケ ー

師 招 聘 に よ る教員研修や授業評 業評価アンケート等を実施した。 Ａ ト 等 で は ,概 ね 良 好 な

価アンケート等を実施す る。 結果であった。 ・ 89 ％ の 生 徒 が よ い 評 価 を

し て い る の に 「 Ｂ 」 評 価 は

［各教科会］ ［各教科会］ ［各教科会］ 厳しい。もっと高くてよい。

・教科（科目）ごとに設定した ・ 科 目 ご と に 目 標 を 設 定 し ,そ れ に 基 づ く ・ 設 定 目 標 に 基 づ く

研究テーマに基づく授業を実践 授業実践を行った。 授 業 展 開 が で き ,基 礎

し，さらに相互評価を通して， ・小テスト等において各生徒の理解度を把 的 な 学 力 の 定 着 を 目

よりよい 授業の指導方法を研究 握 し ,個 々 の 生 徒 の 状 況 に 応 じ た 指 導 を 工 指せた。

する。 夫した。 ・ 苦 手 な 生 徒 に は 進 ・ 家 庭 学 習 時 間 等 調 査 に

Ｂ 度 が や や 早 め に な っ ・ 授 業 評 価 の 結 果 も 低 く 見 つ い て は 経 年 変 化 等 を 分

ているようだ。 な い で も 良 い と 思 う 。 自 信 析し，対策を立てていく。

・ 授 業 評 価 ア ン ケ ー を持って良い評価を・・。

ト の 結 果 を み る と お ・ 時 間 だ け で な く ， 質 的

お む ね 良 い 評 価 が 出 な向上も指導していく。

て い る が ,目 標 設 定 が

高 い の で ,評 定 は Ｂ と

した。

［各学年会・各教科会・進路指導課］ ［各学年会・各教科会・進路指導課］ ［各学年会・各教科会・進路指導課］

・生活記録や生活実態調査を通 ・授業内で必要に応じて個別に実技指導を ・ 実 技 テ ス ト に お い

して，各クラスの生徒の状況を 行った。 て は 全 員 が 基 礎 的 な

把握し，基本的生活習慣の確立，・ 確 認 テ ス ト や 課 題 提 出 を 定 期 的 に 実 施 技術を獲得した。

特に学習時間の確保ができるよ し ,生 徒 一 人 ひ と り の 学 習 内 容 理 解 の 把 握 ・課題の提出率は 100

う助言する。 を行った。 ％ だ が ,確 認 テ ス ト に

・教科担任は課題を出し，ホー ・１学期と比較すると学習時間は確実に伸 つ い て は 学 習 が 不 十

ムルーム担任は学習記録表を提 びている。 分な生徒もいた。

出させる等，家庭学習の習慣が ・ホームルーム担任は生活記録や面談をと Ａ′ ・ 各 学 年 で 必 要 か つ



定着するように努める。 お し て 各 生 徒 の 実 態 を 把 握 し ,個 々 に 応 じ 重 要 な 基 本 的 学 習 習

た指導助言を行った。。 慣が身についた。

・ 富 東 タ イ ム を 利 用 し て ,自 学 自 習 す る 習 ・ 各 担 任 は そ れ ぞ れ

慣が身に付くよう促した。 工 夫 し て 生 徒 の 実 態

把 握 に 努 め ,生 活 記 録

も 毎 日 チ ェ ッ ク し ，

コ メ ン ト 記 入 を ま め

に行っている。



平成２５年度 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東高等学校（本校 全日制）

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点目標 努 力 点 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

〔 ４ 〕 中 高 ① 中 高 教 員 が 連 携 し 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
一 貫 教 育 の た 計 画 的 継 続 的 な 指

円滑な実施 導計画を作成 ・中学生と高校生の学校行事， ・学校行事等において可能な限り合同で行 （評定）

生徒会活動，部活動等における った。 A’
② ホ ー ム ペ ー ジ の さ 交流充実を図る。 ・英語・数学・体育で高校の教員と中学校 ・ 中 高 一 貫 教 育 の メ リ ッ ト ・ 中 高 合 同 の 学 校 行 事 等

らなる充実 ・中高教職員による教科会を実 の教員が合同で中学校の授業を実施し，そ を で き る だ け い か せ ら れ る に よ り ， お 互 い の 交 流 が

施を目指す。 の授業をとおして高校の教員が中学生の学 （所見） よ う に 工 夫 を し て 伸 ば し て よ り 深 ま る よ う に 取 り 組

③ 開 か れ た 学 校 づ く ・中高教職員による授業交流や 習内容や到達度を具体的に把握し今後の課 ・中高生の相互交流による連帯 ほしい。 む。

りの推進 進路研究会を行う。 題を模索している。 感が生まれている。今後は，新

・中高一貫教育を生かした教育 たな付加価値を模索し，中高一

④ 心 の ふ れ あ う 校 風 課程の編成と教育内容の創造。 貫教育校としてのメリットを生 ・ 新 た な 中 高 一 貫 教 育 の 成

の樹立 活動計画 活動計画による実施状況 かせる教育を実践したい。 果 が 求 め ら れ る か ら ， 新 た ・ 時 間 が と り に く い 中 で

《全校レベル》 《全校レベル》 な 内 容 ， 他 校 に な い 教 育 内 は あ る が ， 中 高 の 連 絡 会

・中高相互の授業見学，研究授 ・相互授業参観（２月）を行い，中高相互 容 を 作 り 出 せ る よ う に 生 徒 の 定 例 化 や 学 校 行 事 ・ 生

業及び研究協議を行う。 の授業見学，研究授業及び研究協議を行っ 教 員 が 一 緒 に な っ て 取 り 組 徒 指 導 面 で の 連 携 を 図 っ

た。 むようにしてほしい。 ていく。

≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各下位組織自己評価

［ 教 務 課 ・ 進 路 指 導 課 ］ ［ 教 務 課 ・ 進 路 指 導 課 ］ ［ 教 務 課 ・ 進 路 指 導 課 ］ ・全体的に評価が高い。

・教科（科目）ごとに教育課程 ・各教科の教師の意見を反映させた教育課 ・ 教 育 課 程 検 討 委 員

を検討し，編成する。 程を作成することができた。 会 で は 全 て の 教 科 の

・シラバスを作成する。 ・各教科ごとにシラバスを作成した。 協 力 体 制 が で き ， 満

・面接をとおして，将来の進路 ・ 個 別 面 接 を 多 く 実 施 し ,将 来 の こ と を 考 足 の い く も の が で き ・ 高 校 の 先 生 が 中 学 に 学 習 ・ 中 学 と 高 校 の 一 貫 教 育

希望等を考えさせ，自発的活動 え さ せ る と と も に ,生 徒 の 自 発 的 な 活 動 を Ａ た。 に 参 加 し 到 達 度 を 見 て い る に 対 す る 意 識 が 少 し ず つ

を促す。 促した。 ・ 各 教 科 の シ ラ バ ス のはすばらしい。 よ り 合 わ さ っ て き て い る

も 検 討 を 重 ね ， 良 い が ， 会 議 や 授 業 の 連 携 な

ものができた。 ど を 継 続 す る こ と で 中 学

・ 面 接 を 多く 実 施 し , か ら 高 校 へ の 意 義 あ る ス

生 徒 の 進 路 に 対 す る ム ー ズ な 連 携 が 可 能 に な

意識の向上ができた。 るよう図っていく。

［特別活動課］ ［特別活動課］ ［特別活動課］

・富東祭（文化祭・体育祭）を ・富東祭（文化祭・体育祭）で初めて中学 ・ 中 高 一 貫 教 育 体 制

中高合同で開催する。 校のすべての学年が揃う形で開催すること の 確 立 に 向 け ， さ ら

・部活動で中高合同の練習を行 ができた。 な る 工 夫 が 必 要 で あ

う。 ・部活動についても，中学校のすべての学 Ａ′ る。

年が揃い，単独で活動できるようになって ・部活動の活動場所，

きた。 中 学 と 高 校 の 連 携 に

つ い て ， さ ら に 配 慮

が必要である。



平成２５年度 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東高等学校（本校 全日制）

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点目標 努力点 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策今後の改善方策今後の改善方策今後の改善方策

〔 ５ 〕 特 別 ① 挨 拶 ， マ ナ ー 等 の 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

活 動 の 充 実 基 本 的 生 活 習 慣 の 確 ・生徒指導方針に賛成である ・生徒指導方針に賛成である （評定）

と ｢さ わ や か 立と定着 → 90 ％ 以 上 57% → 72 ％ ＡＡＡＡ
で 活 力 あ ふ ・遅刻をしない ・遅刻をしない ・挨拶 ･マナーは基本的によ ・ 服 装 や 身 だ し な み と い

れ る 富 東 ｣の ② 「 食 育 の 推 進 」 と → 90 ％ 以 上 93% → 93 ％ （所見） く で き て い る 。 身 だ し な み っ た 基 本 的 な 生 活 習 慣 は

精神の高揚 心 身 と も に 健 全 な 生 ・身だしなみをきちんとしている ・身だしなみをきちんとしている ・ 基 本 的 な 生 活 習 慣 （ 服 装 ・ 服装も整っている。 必 ず で き る よ う に 繰 り 返

徒の育成 → 90 ％以上 92% → 95 ％ 頭 髪 等 ） は ， 大 多 数 の 生 徒 が し指導する。

・豊かな人間性を育むために学 で き て い る 。 限 定 さ れ た 一 部

③ た く ま し く 生 き る 校行事を積極的に計画する。 の 生 徒 が 寝 坊 な ど の 理 由 で 遅 ・ 学 校 行 事 へ の 満 足 度 も 生

精 神 力 と ， 心 豊 か な 学 校 行 事 へ の 満 足 度 → 80 ％ 以 ・学校行事への満足度 79% → 85 ％ 刻する。 徒･保護者ともに高い。

人間性の育成 上

・部活動の加入率 ・部活動加入率 116% → 110 ％

④ 環 境 問 題 へ の 意 識 → 100 ％をめざす ・ 部 活 動 加 入 率 は 昨 年 度 よ

高揚の喚起 ・四国大会，全国大会出場部数 ・ 女 子 バ ス ケ ッ ト ， 男 子 弓 道 ， 女 子 剣 道 ， ・ 部 活 動 は ，「 文 武 両 道 」 を り は 低 い が 100 ％ を 超 え て

の増をめざす。 女 子 バ レ ー ボ ー ル が 全 国 大 会 へ 出 場 を 果 た モ ッ ト ー に 「 さ わ や か で 活 力 おり十分である。

⑤ 校 内 外 の 環 境 美 化 ・文化部のコンクール等参加を す。 あ ふ れ る 富 東 」 精 神 の 高 揚 や

に 積 極 的 に 取 り 組 む 促進する。 学校活性化に役立っている。

態度の育成 ・ 女 子 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル ， ・ 部 活 動 は ， 優 勝 も 多 く

女 子 バ レ ー ボ ー ル ， 弓 道 ， そ れ な り の 成 果 を 出 し て

⑥ 安 全 教 育 や 防 災 教 活動計画 活動計画による実施状況 剣 道 そ し て 軟 式 野 球 と そ れ い る 。 が ， 全 て の 競 技 種

育 の 徹 底 と 事 故 防 止 《全校レベル》 《全校レベル》 ぞれよい成果を出している。目 に 亘 っ て い る わ け で は

への取組の強化 ・生徒指導課が中心となって ・ 学 期 ご と に あ い さ つ 運 動 や 昇 降 口 指 導 を し か し ， 昔 強 か っ た 女 子 ソ な い の で ， 良 い 成 果 が ど

全教職員間で共通理解を図り， と お し て ,教 職 員 間 で 共 通 し た 指 導 が で き フ ト テ ニ ス が 以 前 ほ ど 強 さ の 部 活 動 に も 及 ぶ よ う に

望ましい生活習慣の育成に努め た。 を出していない。 工夫する。

る。

≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各下位組織自己評価 ・

［学年会，生徒指導課，各教科会］ ［学年会，生徒指導課，各教科会］ ［学年会，生徒指導課，各教科会］

・挨拶の励行や清掃活動への自 ・昇降口指導において ,挨拶など基本的生活 ・各学年とも遅刻者は

主的かつ主体的な取組を促す。 習 慣 の 確 立 と 服 装 ・ 頭 髪 に つ い て の 指 導 を ほとんどいない。

・ＨＲ担任と教科担任は，始業 おこなった。 Ａ

のチャイムを教室で聞く。多遅 ・ 朝 の 富 東 タ イ ム ま で に 登 校 す る よ う に 指 ・これからも粘り強い

刻者の指導については，保護者 導することで ,遅刻者はほとんどいない。 指導が必要であるが，

への連絡を密にする。 ・ 挨 拶 や ５ 分 前 行 動 が で き る よ う 学 年 全 体 大多数の生徒はできて

で指導した。 いるようだ。

［生徒指導課］ ［生徒指導課］ ［生徒指導課］

・ホームルーム活動，全校・ ・身だしなみ 約 95 ％（昨年 92 ％） ・ 命 の 大 切 さ と と も ・ 加 害 者 に な る こ と も あ る

学年別集会を通して服装・頭髪・マ ・遅刻をしない 約 93 ％（昨年 93 ％） に，自転車は加害者と の で ， 自 転 車 の マ ナ ー ア ッ

ナーについての自覚を高める。 ・ 自 転 車 利 用 生 の マ ナ ー に つ い て 指 導 の 徹 B もなり賠償責任が生じ プの徹底を図ってほしい。

・交通マナー，事故防止につい 底を行った。 ることなども指導して

ての指導を行う。 いく。自転車マナーの

苦情をいただくことも

あり，その都度指導し

ているが生徒の意識改

革 ま で は 至 ら な か っ



た。 ・ 生 徒 の 自 転 車 の マ ナ ー

［特別活動課］ ［特別活動課］ ［特別活動課］ ア ッ プ に つ い て ， 意 識 改

・部活動紹介や部登録の時間 ・ 入 学 後 す ぐ ， 部 活 動 登 録 や 部 登 録 の 時 間 ・１年生は原則全員入 革 が で き る よ う 継 続 的 な

を設定し，入部を促す。入部率 を 設 定 し た 。 複 数 入 部 も 可 能 な の で 入 部 率 部としているが，複数 指導を行っていく。

１ ･２ 年 に お い て は 100 ％ を め 各学年で 100 ％以上を達成できた。 Ａ 入部を可能としている

ざす。 ので，２・３年生にお

いても入部率 100 ％以

上を達成できた。

［環境・保健厚生課］ ［環境・保健厚生課］ 〔環境・保健厚生課〕

・地震や津波に対する備えや対 ・ 避 難 訓 練 を と お し て ， 津 波 発 生 時 の 避 難

策について学び，自らの命を自 経路や場所の確認を行い備えを徹底した。 ・ 地 震 津 波 等 ， 防 災 教 育

分で守る事の大切さを理解させ ・ゴミの分別の徹底は の 啓 発 や 避 難 訓 練 を 行 い

る。 で き る よ う に な っ た 防災意識を高める指導。

・毎日の清掃活動を， ｢５分前 ｣ ・各学年の環境整備委員が各学期を分担し， が，校舎内の清掃の取

にとりかかる姿勢を身につけ， 全校放送による５分前行動を呼びかけた。 Ａ り か か り が 遅 か っ た ・ ゴ ミ 分 別 は 環 境 保 全 の

校内環境美化に積極的に取り組 り，手抜きが見られた 当 然 の こ と と し て 取 り 組

む。 ので，今後徹底する。 むようにしていく。

・資源ゴミの分別収集を徹底 ・ ゴ ミ 置 き 場 清 掃 当 番 が 技 師 の 指 導 の 下 ， ・校内美化に関する行

し，ゴミ削減に取り組む。 毎日徹底した分別を行った。 事を少し増やしたい。

・食育を推進し，心身共に健康 ・食育推進委員会を開き情報交換を行った。

な生徒を育てる。



平成２５年度 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東高等学校（本校 全日制）

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点目標 努 力 点 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

〔 ６ 〕 人 権 ① 教 育 活 動 全 体 を 通 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
教 育 を 基 盤 じた人権教育の推進

と し た ， 生 ・『富東人権新聞』の発行回数 7 ・『富東人権新聞』は 7 回発行した。 （評定）

徒 の 個 性 や ② 温 か い 人 間 関 係 に 回以上／年

可 能 性 を 磨 つ つ ま れ た 学 級 づ く ・生徒対象の人権教育映画会等 ・人権啓発講演会を中・高生，保護者，教 Ａ’Ａ’Ａ’Ａ’
き ， 伸 ば す り の 推 進 と 生 徒 理 解 の実施 職員を対象に実施。（ 10 月 30 日） ・ 人 権 教 育 を 充 実 さ せ て 人 ・ 人 権 を 尊 重 す る こ と を

教育の推進 の深化 ・人権問題教職員研修会を年 3 ・人権問題教職員研修を 3 回実施。 間 性 を 高 め る よ う に し て ほ 基 本 に お い て 指 導 す る こ

回実施 （ 5 月・ 12 月・ 3 月） しい。 と を 職 員 に 徹 底 さ せ て い

③ 自 他 の 尊 厳 が 重 視 （所見） きたい。

さ れ る 教 育 環 境 の 構 ・ＰＴＡ地区別研修会や『富東

築 人 権 新 聞 』 ,人 権 教 育 ホ ー ム ル

ー ム 活 動 等 を 充 実 さ せ ,学 校 を ・世界に羽ばたく人材育成，・

④ 生 徒 の 自 主 的 な 活 あげてこれからも人権意識の向 学 力 向 上 ， 人 権 尊 重 の 心 を

動の推進 活動計画 活動計画による実施状況 上を図っていく。 持 っ た 人 間 教 育 を 進 め て ほ

《全校レベル》 《全校レベル》 しい。

⑤ 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 ・人権意識の高揚を図り，同和 ・知識の理解と実践に意識の乖離がみられ ・理解はある程度できるが，そ

・ 関 係 機 関 と の 連 携 問題をはじめ様々な人権問題解 る。人権意識高揚の徹底が必要である。 れが他の人権課題や普遍的な人

の 緊 密 化 と 協 力 体 制 決の意欲と実践力をもった生徒 権に結びついていない。 ・ 自 分 を 大 切 に し ， 人 を 大 ・ 命 を 大 切 に す る こ と の

の構築 を育てる。 切 に す る 「 こ こ ろ の 教 育 」 重 要 さ を ど の 分 野 か ら も

は 学 校 だ け で な く ， 家 庭 地 言 及 で き る よ う に 指 導 を

⑥ 人 権 問 題 の 解 決 の 域 関 係 機 関 と さ ら に 連 携 し 続けていきたい。

た め に 主 体 的 に 取 り ≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各下位組織自己評価 てほしい。

組む実践力の育成 ［ 人 権 教 育 課 ］ ［ 人 権 教 育 課 ］ ［ 人 権 教 育 課 ］

・人権教育ホームルーム活動を ・人権教育ホームルーム活動→１・２年生 ・「 人 権 を 尊 重 す る

充実させ，各クラスの状況に合 は 6 回，３年生は 5 回実施。 た め の さ ま ざ ま な 取

わせて資料等を探し，展開等の ・富東祭において人権問題啓発ポスターの Ａ’ り 組 み が 行 わ れ て い

工夫をする。 展 示 ,ホ ー プ サ ー ク ル 部 の 活 動 報 告 展 示 ,人 る 」 と 答 え た 生 徒 は

・富東祭において「人権問題啓 権 週 間 （ 12 月 ） に ポ ス タ ー ・ 標 語 ・ 書 道 86 ％で ,昨年より 4 ％

発ポスター展示」等を行う。 作品の展示を実施。 高くなった。

・月 1 回の「富東人権の日」に ・『富東人権新聞』を 7 回発行し ,さまざま

『富東人権新聞』を使って啓発 な人権課題を取り扱った。

する。 ・ホームルーム担任やＰＴＡ地区別研修会

・『 富 東 人 権 新 聞 』 を 家 庭 に 持 を と お し て 『 富 東 人 権 新 聞 』 を 使 っ て ,家

ち帰り，保護者にも読んでもら 庭で人権問題について話し合いを実施して

い人権意識の高揚を図る。 いただくよう呼びかけた。
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自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点目標 努 力 点 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

〔 ７ 〕 個 々 ① 進 路 相 談 の 充 実 と 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
の 生 徒 の 進 進 路 実 現 へ の 取 組 の ・検討会を７月・１０月・１２月・１月に

路 希 望 の 実 強化 ・生徒の進路について検討会を 行 う と と も に ,必 要 に 応 じ て 個 別 に 検 討 を （評定）

現 行う。 行った。

② 教 育 的 支 援 が 必 要 ・難関大や医歯薬系の合格者 A’
な 生 徒 に 対 す る 個 別 20 名以上をめざす。 ・全ての生徒 ･保護者が納得 ・ 検 討 会 を 重 ね ， 担 任 と

カ ウ ン セ リ ン グ の 重 ・インターンシップを体験させ い く 支 援 は 大 変 だ ろ う と 思 生 徒 と の 面 接 を 重 ね る こ

視 て，自分にあった職業を選択す （所見） い ま す が ， で き る だ け 希 望 と で 実 力 と 志 望 ， そ し て

る契機とし，就職内定率 100 ％ ・就職内定率 88%→ 94 ％（１月末現在） ・ 検 討 会 を 複 数 回 行 う と と も に 応 じ た 進 路 に な る よ う 面 将 来 の 進 路 を よ り 的 確 に

③ 生 徒 個 々 の 状 況 を をめざす。 に ,進 路 相 談 も 行 い ,生 徒 の 進 路 接を重ねていただきたい。 把 握 で き る よ う に 努 め て

把 握 す る こ と に よ り ・商業科では，全商 1 級 3 科目 ・１級３種目以上取得者 51%→ 44 ％ (24 年 希望達成のための協力が深まっ いきたい。

進路実現に向けた支 以上取得者 50 ％以上をめざす。 度)（１月末現在） た。

援の充実 ・教育相談会議を開き，生徒理

解に努め，生徒の進路実現と自

己実現を支援する。

活動計画 活動計画による実施状況 ・ 全 体 的 に 評 価 が 高 い 。 こ ・ 組 織 的 に 迅 速 か つ 有 機

《全校レベル》 《全校レベル》 れを続けてほしい。 的 に 動 け る よ う に ， 職 員

・進路指導課と教育相談・特別 ・心の弱い生徒への対応や支援を，担任や が 一 丸 と な っ て さ ら に 高

支援課が協力し，全教職員の共 関係職員を含む全職員で協力して，粘り強 い 目 標 を 掲 げ ， そ れ に 向

通理解のもとに，生徒の進路実 く行う必要がある。 かっていきたい。

現と自己実現を支援する。

≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各下位組織自己評価

［ 学 力 向 上 検 討 委 員 会 ・ 進 路 指 ［ 学 力 向 上 検 討 委 員 会 ・ 進 路 指 導 課 ］ ［ 学 力 向 上 検 討 委 員 会 ・ 進

導 課 ］ 路 指 導 課 ］

・部活動と学習の両立を，ホー ・ 学 年 集 会 や ホ ー ム ル ー ム 活 動 ,ま た 面 接

ムルーム活動や学年集会等で指 を 通 し て ,学 習 と 部 活 動 の 両 立 を 意 識 づ け

導する。 させ ,努力をさせた。 ・ 学 年 集 会 ・ Ｈ Ｒ 活 ・ 商 業 科 生 徒 に も オ ー プ ン

・面接指導等をとおして，生徒 ・ 面 接 等 を 通 し て ,生 徒 の 特 性 や 長 所 を 把 動 ・ 面 接 ・ 各 行 事 を キ ャ ン パ ス へ の 積 極 的 参 加

の特性や長所などを把握する。 握した。 A 通 し て ,生 徒 の 進 路 や をすすめる。

・オープンキャンパス参加等で ・オープンキャンパスや大学訪問等で進学 学 習 に 対 す る 意 識 づ

進学への意識づけを行う。 への意識づけをした。 けができている。

・職業観や勤労観の育成に努め ・土曜日補習や長期休業中の進学補習をで

キャリア教育を推進する。 きるだけ多く実施した。 ・ 難 関 大 学 へ の 進 学 を 考

・検定対策補習や進学補習を充 え た 工 夫 を 補 習 や 授 業 で

実させる。 展開する。

・卒業生との進路対談会等を実 ・ 商 業 科 の 生 徒 も 進 学 へ

施する。 の 抵 抗 が な い よ う に 指 導

する。

〔各学年会・教育相談・特別支援課〕 〔各学年会・教育相談・特別支援課〕 〔 各学年会・教育相談・特別支援課〕 ・ 進 路 希 望 実 現 に 向 け た

・個人面談や三者面談をとおし ・ 支 援 が 必 要 な 生 徒 に 対 し ,家 庭 訪 問 や 面 ・ 本 人 や 保 護 者 の 納 早 期 の 意 識 づ け が 必 要 で

て，生徒理解に努め，一人ひと 談 を 実 施 し た り ,日 々 の 連 絡 を 取 り 合 っ た 得 の い く 支 援 が で き ある。

りの希望に応じた進路実現をめ りして ,連携を図った。 た。

ざす。 ・定期的に検討会を開いてサポート体制が ・ 学 年 全 体 で 生 徒 を



・生徒一人ひとりを深く理解し 築 け る よ う ,情 報 共 有 や 支 援 ・ 指 導 に つ い B 支 え る こ と が 今 後 の

保護者の願いを受け止め，適切 ての検討を行った。 課題である。

な指導及び必要な支援を行う。 ・面談や学習生活記録のチェックをとおし

て ,日々生徒の理解に努めた。

・ 問 題 を 抱 え た 生 徒 に つ い て は ,家 庭 と 連

絡を密にとり，保護者からの要望や生徒本

人の思いを理解し，支援を行った。



平成２５年度 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東高等学校（本校 全日制）

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点目標 努 力 点 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

〔 ８ 〕 組 織 ① 個 々 の 教 師 に 頼 る 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
力 で 迅 速 か ことなく， ｢報告・連

つ 有 機 的 に 絡・相談 ｣の意識を周 ・コンプライアンス，情報セキ ・職朝など短時間を利用してコンプライア （評定）

動 く 教 職 員 知徹底する ュリ テ イ等の 啓発 活動を 充実 さ ンス意識向上の積み重ねを図る。

集団の構築 せる。 B
② 生 徒 の 状 況 等 に つ ・不祥事を未然に防止する「風 ・「 風 と お し の よ い 職 場 づ く り 」 は で き て

い て 教 職 員 が 情 報 を とおしのよい職場環境づくり」 いる。 （所見） ・報告 ･連絡・相談」の重要 ・「 ホ ウ ・ レ ン ・ ソ ウ 」

共有する環境の整備 を推進する。 ・交通違反が発生したので，今 性 を 徹 底 し ， 生 徒 を 支 え る が 常 に 保 た れ る よ う に 縦

後，交通安全・マナー等意識改 ために多忙だと思いますが，横 の 連 携 が 密 に な る こ と

③ 教 職 員 が 自 主 的 に 革の徹底を図っていく。 定 期 的 に 学 年 部 会 を 開 い て を常に意識しておく。

研 修 に 参 加 し ， 資 質 ほしい。 ・ 学 年 部 会 で で き る だ け

の 向 上 の た め に 自 己 活動計画 活動計画による実施状況 ・「 報 告 ・ 連 絡 ・ 相 談 」 が ， 徹 報 告 が で き る よ う に 取 り

研 鑽 に 励 む 意 識 の 高 《全校レベル》 《全校レベル》 底できるようにする。 はからっていく。

揚 ・教職員集団や個人の規範意識 ・コンプライアンスについて常日頃から意

を高める。 識向上を図るように勤めた。 ・ 教 職 員 全 員 が コ ン プ ラ

④ カ ウ ン セ リ ン グ に イ ア ン ス 意 識 を 保 て る よ

関 す る 専 門 的 な 知 識 うに研修を繰り返す。

や ス キ ル の 会 得 と ， ≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各下位組織自己評価

協働する組織の構築 〔各学年・教育相談・特別支援課〕〔各学年・教育相談・特別支援課〕 〔各学年・教育相談・特別支援課〕

・ 学 年 主 任 を 中 心 に ， ｢報 告 ・ ・ 支 援 が 必 要 な 生 徒 に 対 し て ,学 年 主 任 や ・ 必 要 に 応 じ て ,連 絡

連絡 ･相談 ｣の意識をもって，生 担 任 ・ 教 科 担 任 と 情 報 共 有 を 図 り ,生 徒 の や 意 見 交 換 を 行 い ,教

徒の指導や支援にあたる。 指導や支援を行った。 職 員 が 共 通 理 解 の も

・コンプライアンスの遵守やカ ・生徒理解に必要な研修会や講演会に参加 と ,生 徒 の 指 導 や 支 援

ウンセリング，特別支援教育に し ,指導や支援の仕方の共通理解を図った。 B を行うことができた。

ついての専門的な講演会に参加 ・学年全体で組織として機能することは概 ・ 学 年 全 体 で 生 徒 を

する。 ねできていて，生徒の情報を共有し必要に 支 え る こ と が 今 後 の

応じて教育相談・特別支援課や管理職と連 課 題 で あ る 。 校 務 多

携しながら，支援に勤めた。 忙 で ,学 年 で 話 し 合 う

機 会 が 少 な い こ と も

一因である。


